










































要約:乳幼児突然死症候群(SIDS)の疫学を明らかにするために、総務庁より指定統計の目

的外使用許可を得て、人口動態磁気テープを使用し解析を行った。

 平成 7、8 年の SIDS 症例について①患者数、②性別、③世帯の主な仕事、④死亡場所、

⑤解剖の有無、⑥出生体重、⑦単産・複産、⑧妊娠週数別の患者数、⑨母の年齢、⑩前回

出生数、⑪前回死産数、⑫前回妊娠回数、⑬児の生存期間、⑭死亡月、⑮死亡時刻、⑯県

地区別数の 16 項目について解析を行った。その結果、明らかになった主な点は、平成 7

年の SIDS は 579 名で発生頻度は出生 1,000 人対で 0.49、平成 8年の SIDS は 526 名で 0.44

であり、平成 7 年 8 年共に乳児(0 歳)死因順位の第 3 位であった。また、新生児期を除い

た生後 4 週間以降 1 歳未満の死因順位では先天奇形に次いで第 2 位であった。SIDS は男

児、複産、出生体重 2,50Og 未満、妊娠期間 36 週未満、母の年齢 25 歳未満、死亡月は 12

月から 5月、死亡時刻は早朝4時から午前中、および第 3子以降に多かった。今回の調査

の結果、わが国における SIDS 症例は諸外国の報告とほぽ同様の特徴を持っていることが

明らかになった。


